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互作用の約 1 万分の l の値が得られ，乙の物質が非常によい 1 次元イジング磁性体である乙とが明らかと
なった。同族物質の TCNQ 塩では，反強磁性転移点が 2.54 K'乙観測された。短距離秩序で獲得するエ
ントロピーは TCNE 塩で、は全磁気エントロピーの 87%にも上っているのに対し， TCNQ塩では 65%
















第二に混合原子価錯体であるビフエロセニウム三沃化物， 1' , 1 川ージエチルフェロセニウム三沃化
物および単核ラジカル塩であるフエロセニウム PF 6 塩の極低温熱容量測定を行った。 乙れらの化合物は
いずれも熱緩和時聞が極端に長く，磁気秩序に基づく相転移が存在するのか，あるいはショットキー型の
熱異常を示すのかを一義的に決定できないような結果を得た。しかし中野君は，乙れら 3 物質の高温側の
熱容量の温度変化を，独自に考案した解析法で解析し，両者を見分ける乙とに成功した。更に，分子性磁
性体の磁性の担い手である不対電子の軌道は通常，非結合性または反結合性オービタルであり，結合性電
子密度で表現される分子の形状と必ずしも一致する必要が無い乙とを実験の立場から明らかにした。また，
乙れらの物質の磁気的相互作用には単独イオンのg 因子の異方性が反映しない乙とが，分子性磁性体の特
徴の一つである乙とを明らかにした。
以上のように，中野君の研究は乙れまで、長年にわたって懸案となっていた分子性ラジカノレ磁』性体におけ
る磁気的相互作用の特異性を定量的に解明したもので，理学博士として十分に価値あるものと認める。
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